
消
防
団
と
は
？

　
消
防
団
は
、消
防
署
と
同
様
、消
防

組
織
法
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。

　
消
防
署
は
地
方
公
務
員
で
あ
る
消

防
職
員
が
交
代
で
24
時
間
常
駐
し
て

い
る
常
備
消
防
機
関
で
あ
る
の
に
対

し
、消
防
団
は
普
段
別
の
仕
事
を
し
て

い
る
地
域
住
民
な
ど
か
ら
組
織
さ
れ

て
お
り
、消
防
団
に
所
属
し
て
い
る
地

域
住
民（
消
防
団
員
）が
災
害
発
生
時

に
現
場
へ
駆
け
付
け
、消
火
活
動
な
ど

を
行
う
非
常
備
の
消
防
機
関
で
す
。な

お
、消
防
団
員
の
身
分
は
非
常
勤
の
特

別
職
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

地域に密着した活動を行う非常備の消防機関

消防団

消防団員
● 非常勤の特別職地方公務員として活動
● 年額報酬のほか災害活動または訓練に出動し
　た場合は手当てなどの支給あり
● 活動中に負傷した場合の保証制度あり
● 一定期間以上勤務した場合は退職報奨金あり
● 功労、功績があった場合に表彰あり

「「
消
防
団
消
防
団
」」を
強
く
す
る

を
強
く
す
る  

！！

あ
な
た
が

あ
な
た
が

地
域
が

地
域
が

2

消防団がどんな活動をしているか知って消防団がどんな活動をしているか知って
いますか？今月の特集では、災害現場ないますか？今月の特集では、災害現場な
どで地域防災の担い手として活躍する消どで地域防災の担い手として活躍する消
防団について紹介します。防団について紹介します。



消
防
団
の
活
動

　
多
く
の
人
が
、火
災
現
場
に
駆
け
付

け
消
火
活
動
を
す
る
の
が
消
防
団
だ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
だ
け
が
消
防

団
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。近
年
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
台

風
な
ど
に
よ
る
風
水
害
の
際
に
は
、地

域
の
人
を
避
難
所
へ
誘
導
し
た
り
、土

砂
な
ど
の
障
害
物
を
除
去
し
て
い
ま

す
。そ
の
ほ
か
に
も
、地
震
な
ど
に
よ

る
大
規
模
災
害
に
備
え
消
防
署
と
連

携
し
た
救
助
訓
練
や
消
火
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、災
害
対
応
や
訓
練
の
ほ
か
に

も
、地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
に
防

災・防
火
講
話
や
救
命
講
習
な
ど
も
行

っ
て
お
り
、男
性
団
員
だ
け
で
な
く
、

女
性
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
普
段
か
ら
訓
練
を
行

い
、地
域
の
人
た
ち
と
交
流
し
、地
域

住
民
だ
か
ら
こ
そ
の
情
報
網
を
持
っ

て
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
消

防
団
は
、地
域
だ
け
で
な
く
消
防
署
に

と
っ
て
も
心
強
い
存
在
で
す
。

消
防
団
離
れ
が
止
ま
ら
な
い

　
か
つ
て
全
国
で
2
0
0
万
人
を
超
え

て
い
た
団
員
数
で
す
が
、2
0
2
3（
令

和
5
）年
4
月
1
日
時
点
で
お
よ
そ
76

万
人（
総
務
省
消
防
庁
調
べ
）ま
で
減
少

し
て
い
ま
す
。浜
松
市
で
も
同
様
に
減

少
の
一
途
を
た
ど
り
、定
数
２
８
６
４

人
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

減
少
の
理
由
と
は
？

　
原
因
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、少
子
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の
人
口

集
中
で
す
。進
学
や
就
職
を
き
っ
か
け

に
若
年
層
が
地
元
を
離
れ
る
こ
と
も

多
く
、若
年
層
の
団
員
を
確
保
し
に
く

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
消
防

団
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、消
防
団
は
も
と
も
と
別
の
仕

事
を
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
ま
す
が
、自
営
業
が
多
か

っ
た
以
前
と
は
異
な
り
、サ
ラ
リ
ー
マ

ン
人
口
が
増
加
し
た
こ
と
も
原
因
の
一

つ
で
す
。時
間
の
自
由
が
利
き
に
く
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
消
防
団
活
動
を
続
け

る
た
め
に
は
勤
務
先
な
ど
の
理
解
や
協

力
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
地
域
社
会
の
環
境
変

化
か
ら
近
隣
や
自
治
会
、消
防
団
な
ど

と
い
っ
た
地
域
組
織
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
も
原

因
と
い
え
ま
す
。

地
域
を
守
る
消
防
団
は

地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る

　

消
防
団
員
は
地
域
住
民
な
ど
か
ら

組
織
さ
れ
て
い
る
た
め
、地
域
の
皆
さ

ん
の
参
加・協
力
が
な
け
れ
ば
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。

　
消
防
団
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、災
害
に
備
え
私
た
ち
一
人
一
人

が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。何
が
で
き
る
か
具
体

的
に
考
え
、行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

例 

消
防
団
に
入
団
す
る

　

 

防
災
訓
練
に
参
加
す
る

　

 

緊
急
避
難
場
所
を
確
認
す
る

　

 

災
害
に
備
え
食
料
な
ど
を
備
蓄
す
る

消防団員数の推移（基準日各年4月1日）

2019年
（令和元年）

2020年
（令和2年）

2021年
（令和3年）

2022年
（令和4年）

2023年
（令和5年）

2,747人
2,483人 2,416人 2,262人 2,184人

INFORMATION

消防団の防火衣が新しくなります！
2023（令和5）年度から消防団の防
火衣を高性能防火衣に順次変更し
ています。
高性能防火衣
は放熱性能が
高く、軽量かつ
機動性が高い
ため、団員の負
担軽減につな
がります。 Before　 After

Q＆A ： 教えて！消防団のこと（現役消防団員に聞きました）

Q．誰でも消防団に入れますか？
A.18歳以上で浜松市に居住している
か、または、勤務している人なら誰で
も入団できます。

Q．消防団の活動は大変ですか？
A.大変なときもあります。早朝や夜中
の出動は正直眠いですし、冬は夜中の
消火活動を終えて家に帰ると体が冷
えていてなかなか寝付けないことも
あります。

ですが、プライベートでちょっとした
困りごとがあってもお互い様と助け
てくれるとても頼れる仲間と地域の
ために過ごす時間はとても貴重で、私
にとってとても大きな財産だと思っ
ています。
地域の生命・財産を守るという使命が
強調されがちな消防団ですが、自分自
身の人生を豊かにしてくれる仲間と
の出会いの場でもあり、やりがいと魅
力があります。
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こ
れ
か
ら
も「
災
害
」か
ら「
地
域
を
守
る
」た
め
に

　
今
後
も
重
要
度
が
増
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
消
防
団
。団
員
確
保
の
た

め
に
国
や
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
や
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て

い
る
団
員
な
ど
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

浜
松
市
長
の
太
鼓
判

学
生
消
防
団
活
動

認
証
制
度

　
消
防
団
活
動
で
一
定
の
実
績
を
収

め
た
大
学
生
な
ど
に
対
し
て
証
明
書

を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　
浜
松
市
で
は
、2
0
1
7（
平
成
29
）

年
度
に
導
入
し
、７
人
に
証
明
書
を
交

付（
10
月
31
日
現
在
）し
て
い
ま
す
。公

的
に
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
で
、大

学
生
な
ど
は
就
職
活
動
に
お
い
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、企
業
は
社

会
貢
献
実
績
や
団
体
行
動
な
ど
を
身

に
つ
け
た
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度

　
消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し

て
い
る
事
業
所
な
ど
を
協
力
事
業
所

と
し
て
認
定
し
、表
示
証
を
交
付
す
る

も
の
で
す
。消
防
団
活
動
に
協
力
す
る

こ
と
が
、地
域
に
対
す
る
社
会
貢
献
度

お
よ
び
社
会
責
任
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
、事
業
所
の
信
頼
性
が
向
上
す
る

と
と
も
に
事
業
所
の
協
力
に
よ
り
地

域
防
災
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
浜
松
市
で
は
、2
0
1
9（
令
和
元
）

年
度
か
ら
導
入
し
、1
3
2
の
事
業
所

に
表
示
証
を
交
付（
10
月
1
日
現
在
）

し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
に
協
力
す
る
事
業

所
等
を
応
援
す
る
県
税
の

特
例
に
関
す
る
条
例

　
静
岡
県
が
県
民
の
生
命・財
産
を
守

る
消
防
団
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
く

れ
る
事
業
所
な
ど
の
増
加
を
目
的
と
し

て
定
め
た
条
例
で
す
。2
0
1
2（
平
成

24
）年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、認
定

さ
れ
た
事
業
所
な
ど
は
事
業
税
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
1
6（
平
成
28
）年
度
か

ら
は
制
度
を
改
正
し
、控
除
額
の
上
限

が
1
0
0
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

な
ど
の
拡
充
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

VOICE ： 消防団員（20代・大学生）

友達の三村さんに誘われて、一緒に消防団員から説明
を受けているうちに興味が湧き入団しました。

学んだ応急救護の知識を地域の人に
教え、「分かった」「できた」と喜んで
くれる姿を見るとうれしくなります
し、やりがいを感じます。私の目指し
ている理学療法士になるためにも役
立つ経験ができていると思います。

VOICE ： 消防団員（20代・大学生）

親の知り合いの消防団員に誘わ
れて、入団を決めました。
現在は、学んだ応急救護の知識

（AEDや骨折時の三角巾の使い
方など）を実践形式で教えてい
ます。
私は社会福祉士を目指している
ので、消防団活動で得られる知
識や経験は将来すごく役立つも
のだと感じています。大学生活
との両立もできていますし、消
防団に入団して損することはな
いと思います。

VOICE ： 協力事業所

地域に密着した業務を行っているため、消防団などの
地域活動には、今後も継続して協力していきたいと考
えています。消防団員を社員として雇用していること
で、協力事業所の認定や事業税の控除を受けることが
でき、会社としては助かる部分もあります。
火災が発生して社員が出動する
と、ほかの社員の負担が大きく
なることもありますが、できる
限り社員が迷いなく出動できる
環境をこれからも作っていきた
いと思います。

VOICE ： 消防団員（40代・会社員）

私の勤務先は消防団の活動を理解してくれています。消防
団は団員それぞれが持つスキルを活用しながら地域貢献
できる身近な活動だと思います。私の場合、配管工事など
をしているので、災害時には重機を運転できますし、おお
よその消火栓などの位置もわかります。消防団活動は完全
なボランティアではなく、火災
現場へ出動したり、訓練に参加
したりすれば手当てが出ます。
活動中に負傷した場合には補償
制度もあるので、安心して活動
できています。

東区支団教育隊
応急救護指導部
三
み む ら

村 日
ひ な た

陽さん

東区支団教育隊
応急救護指導部
戸
と つ か

塚 美
み な

那さん

◎この特集に関するお問い合わせは、消防総務課へ（☎︎475-7524）

池谷配管工業有限会社
代表取締役　池

い け や
谷 裕

ひろふみ
文さん

浜北区支団浜名分団
（池谷配管工業有限会社勤務）

山田 晋
すすむ

さん
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消防団に興味がある人や入団を希望
する人は、下記入団資格を確認の上、居
住している（勤務している）
最寄りの消防署に問い合わ
せてください。

【入団資格】
18歳以上で浜松市に居住しているか、
または、勤務している人
● 中消防署（中区下池川町19–1）

☎475–7561
● 東消防署（東区篠ケ瀬町1374）

☎460–0119
● 西消防署（西区馬郡町4074–1）

☎592–0134
● 南消防署（中区森田町98）

☎442–0119
● 北消防署（北区細江町三和2173–7）

☎527–0119
● 浜北消防署（浜北区西美園58）

☎586–0119
● 天竜消防署（天竜区二俣町二俣481）

☎922–0119

消防団員募集中！

機
能
別
消
防
団
員
制
度

　
個
々
の
能
力
や
事
情
に
応
じ
た
特

定
の
業
務
に
活
動
を
限
定
す
る
こ
と

で
、消
防
団
員
の
担
い
手
を
確
保
し
、

さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
浜
松
市
で
は
、2
0
0
7（
平
成
19
）

年
度
に
導
入
し
、災
害
出
動
に
限
定
し

て
対
応
す
る「
災
害
対
応
団
員
」、大
規

模
災
害
対
応
や
大
規
模
災
害
時
の
救

助
技
術
を
団
員
に
指
導
す
る
活
動
に

限
定
し
て
対
応
す
る「
大
規
模
災
害
対

応
団
員
」、消
防
団
事
務
の
み
を
行
う

「
庶
務
団
員
」が
機
能
別
消
防
団
員
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

VOICE ： 消防団員（50代・自営業）

物心ついた頃から消防団員だった父がサイレンとと
もに消防車で災害現場に向かう姿を見て育ちました。
自分も社会に出たら消防団に入るものだと思い、自然
な流れで入団しました。
消防団員となり社会の一員としてのマナーや集団活
動の大切さを学びましたし、お互いの信頼関係で命を
守りながら活動することを通じて団員や地域との深
い絆ができました。
消防団に少しでも興味のある人がいれば、見学や体験
に来てほしいと思います。そして、一緒に地域を守る
一員となってもらえるとうれしいです。
また私個人としては、6年ほど前から小・中・高等学校
の生徒向けの防災講話を
行っています。子供たちが防
災に興味を持ってもらえた
ら地域の防災意識が高まる
と思い取り組んでいます。み
んなで一緒に地域を守って
いきましょう。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
限
定
し
た

消
防
団
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
浜
松
市
で
は
2
0
2
2（
令
和
4
）

年
度
に
女
性
消
防
団
員
の
加
入
促
進

の
た
め
、女
性
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

● 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活
用

　
浜
松
市
出
身
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
２

人
が
女
性
消
防
団
員
と
座
談
会
を
行

い
、消
防
団
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

● 

Ｐ
Ｒ
動
画
お
よ
び
広
告
バ
ナ
ー
作
成

　
女
性
の
活
躍
と
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ

と
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
お
よ
び
広
告
バ
ナ
ー

を
作
成
し
、グ
ー
グ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

広
告
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
広
告
を
展

開
し
ま
し
た
。現
在
、Ｐ
Ｒ
動
画
は
ユ
ー

チュー
ブ
で
公
開
中
で
す
。

VOICE ： 消防総務課

消防団は、消防防災のリーダーとして地域に密着した活動をしています。
消防団の活動を多くの人に知ってもらうため、SNSなどを活用した広報
活動を展開しています。また、2024（令和6）年度には学生にも消防団でよ
り活躍してもらうために、学生による、学生のための体験型消防団「学生
広報隊」の運用開始を予定しています。こうした取り組みの中で少しでも
多くの人が消防団に興味を持ってもらえればと思います。
これからも消防団・消防局一丸となり、浜松市の安全・安心
を守っていきます。

中区支団本部
副支団長　鈴木 義

よしあき
明さん

消防団グループ
田中 雄

ゆ う き
己さん

PR動画
ユーチューブ

インスタグラム フェイスブック
浜松市消防団

インスタグラム フェイスブック
浜松市消防局
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